
「伝えよう！いのちのつながり『家族の絆』」の応募作品の中

から、宮木結さんのエッセイ「いのち」が「平戸市長賞」に選ば

れました。

この大会は、いのちのつながりや家族のきずなをテーマに、詩

や作文を募集したもので、今年度は933通の応募がありました。

宮木さんの作品を掲載していますので、各ご家庭でも命につい

て考えるきっかけにしてください。
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私が生まれるとき、私の母は結核になってしまいました。

薬を毎日飲んで、写真を見てもとても辛そうでした。

しかし、母は諦めず、元気な赤ちゃんとして私を生んでくれました 。

私はその話を聞いた時、とても感謝しました。

母の強い気持ちのおかげで、私は今元気よく生きていることを知ったからです。

私のたったひとつの命を守ってくれ、大きく育ててくれたのは両親です。

恥ずかしくて言えないときもあったけど、どんな時でも、「生んでくれてありが

とう。」

「育ててくれてありがとう。」と言いたいです。

今の私は、その頃の記憶はありませんが、母が入院している間、兄が二人もいる

中で、一番小さくて、わがままな私のお世話をしてくれていたのが父でした。

今の父や母を見ると、とてもたくましく私にとって、一番の存在です。

両親が、一番私の命を大切にしてくれていると感じました。

そんな両親のためにも、ここまで育ててくれた自分の命を大切にし、無駄にしな

いように精一杯生きていきます。

伝えよう！いのちのつながり「家族の絆」で平戸市長賞を受賞しました


